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【取り組みの概要】（調査研究・研修のねらい・手法・成果など）

・ NHK、NTV、TBS、CX、ANB、TX まで地上波キー局全てに関し、3 月 11 日から 7 日間の映像データ全てを収集。

・ （１）緊急事態をどう伝えたか？（3 月 11 日 14 時 46 分～19 時台）、（２）避難指示をどう伝えたか？（3 月 11 日 19 時台～

12 日早朝）（３）メルトダウンと１号機爆発をどう伝えたか？（3 月 12 日）

（４）被曝リスクをどう伝えたか？（3 月 14 日、15 日）の 4 つの視点で検証を行なった

・ 市民に重要な情報を伝えなかった、あるいは、誤解を与えるような誤った情報を提供した典型的な 10 本の映像をピックアッ

プし、4 時間の検証番組「徹底検証！テレビは原発事故をどう伝えたか？」を制作した。

【実施の経過】（取り組みの具体的な経過：主要な出来事のみ）

2011 年 6 月：一橋大学生の学生とともにメディア接触調査

10 月：高木基金中間報告にて、テレビ検証のニーズを受け計画変更

11 月：検証番組を企画

12 月：テレビ番組映像の収集

1012 年 2 月：著作権問題に関する検討（知的財産専門の法律家）

3 月：朝日ニュースターでの番組が直前に中止

4 月：インターネットにて 4 時間の番組を配信

問題となっている場所の地図あるいは写真など（あれば）

【今後の展望など】

・ 同番組は、日本ジャーナリズム会議賞（JCJ 賞）を受賞するなど評価を受けているが、テレビ各局に対する謝罪や今後の改善

につなげるところまでいたっていない。

・ 国会事故調査委員会の報告書によると、事故後、避難者の多くがマスメディアの情報に頼っていたことが検証されている。し

かし、その情報に大きな誤りがあったことを社会的に明らかにする必要があり、被害者、市民による PBO への苦情申し立て

などが必要。

・ 当時、いかに正しい情報が報道されていなかったを検証するために、東京電力のテレビ会議映像と当時の報道を並立させての

分析が必要となる。そのためにもテレビ会議映像の一般公開が必要となる。
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